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論 文 内 容 の 要 旨
　近藤雪絵氏の学位申請論文は、Luxury in Texts と題して、従来はマーケティングなどビジネス関連分野で
扱われてきた luxury という抽象的概念を、新たに、コーパス言語学における統計手法とジャンル分析の方
法を応用することで、言語テクストから実証的に解明することを目指したもので、英語の既存大規模ウェブ
コーパスと独自編纂ホテルウェブ概説文コーパス（総計 200 件）の分析から、人は luxury をどう捉え、何
を求めて luxury を達成するのか、luxury という概念はどのようしてテクストに具現化されるのかを論じたも
のである。
　本論文は次の 7 章（本文 193 ページ）で構成されている。
［第 1 章 Introduction］先行研究、本研究の立場の概説と研究課題の提示
　本論文全体の研究課題（RQ）は次の 2 つである。
　　RQ 1 : luxury という概念が何を示し、人は luxury を生活に加えることで何を追求しようとするのか。
　　RQ 2 : luxury という概念は言語でいかにしてテクストに具現化されるのか。
　概念とは、人が社会的現実を無意識に捉える共通認識であると規定し、luxury を dream と daily routine の
かけ橋（Som & Blanckaert: 2015）と解釈することもできる。従来の調査方法は、インタビュー形式が主流
で、コーパスを利用してテクストから解き明かす抽象的概念の研究は見当たらなかった。コーパス言語学に
おけるコロケーション研究では、例えば、曜日は Monday morning のように共起語 morning があって初めて
文化的現実を表わし、Monday のコミュニティにおける捉え方は共起語から認識できる（Stubbs: 2001）。従っ
て、対象語が後続する名詞と複合語を構成する場合、その共起語から概念を捉えることが可能であろう。ま
た、ジャンル分析（Swales: 1981, 1990, 2004; Moreno & Swales, 2018; Bhatia, 1993 他）は、元々研究論文の書
き方を指導する目的で導入部の情報構成を分析することから始まり、近年では販売促進や職探しの手紙の構
成分析にも拡大しているが、伝達目的を共有するコミュニティでの伝達事象（ジャンル）に共通する情報構
成推移区分（Move）が存在する点で、ホテル概説文（hotel overview）の分析にも適用可能と考えられる。
　第 2 章では主として研究課題 1、第 3 章から第 6 章では研究課題 2 を扱う。
［第 2 章 A Corpus-based Study of the Concept of Luxury Using Web-Crawled Corpora, enTenTen13 and ukWaC］既
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存大規模コーパスにみる luxury の概念
　分析は、既存オンライン大規模ウェブコーパス（enTenTen 2013: 約 196 億語 ;  ukWaC 2005-07: 約 13 億語、
検索：Sketch Engine）における luxury の共起語（1. 後続する名詞、2. 等位接続詞で並列共起する名詞）で行っ
た。結果、luxury に後続する名詞の機能は、名詞の頻度順に ACCOMMODATION, VEHICLE, PRODUCT, 
OTHERS に大別され、“luxury good(s）/item(s）such as X” 等のフレーズ検索で jewellery, watch, perfume が
上位に出現した。また、luxury に並列共起する名詞は、クラスター・コロケーション分析で COMFORT, 
ELEGANCE, STYLE, OPULENCE の 4 性質に分類された。これらは luxury（なもの）が併せ持つと人がアピー
ル・期待する性質である考えられる。従って、人は luxury なものに滞在したりそれを着用したりすることで、
luxury が併せ持つ 4 つの性質と自身を一体化しようとすると言える。
［第 3 章 Move Development of London Hotel Overviews on Official Websites: Linguistic Strategies in Overview Texts］
ホテル概説文（ロンドン）の Move 分析
　本章では、前章で高頻度共起語最上位であった hotel を取り上げ、5-star ホテルが luxury hotel と明確に
位置づけられているイギリスのロンドンのホテル（AA Hotel Guide 2016 による 5-, 4-, 3-star hotel 計 124 件
分）がウェブで発信する概説文をコーパス化し、Move 分析を行った。まず、テクストから 4 つの情報推移
区分 Move 0: Headings、Move 1: Defining self（ホテル自身を定義する）Move 2: Establishing features（ホテル
の特徴を確立する）、 Move 3: Establishing connections（ホテルと読み手の関係を築く）情報区分と、Move 2
に 3 つの下位区分 Step 1: History/architecture （歴史・建築を記述する）、Step 2: Location（所在地を記述する）、
Step 3: Facilities（設備を記述する）という下位区分を特定した。分析には Move 1 から 3 を用い、グレード（star）
間での Move 採択率を比較した結果、 1）Move 1 は全てのグレードで約 8 割採択される、2）Move 2 は全グレー
ドで 8 割以上採択されるが、グレードが上がるほど採択率は下がる、3）Move 3 の採択率は、3-, 4-star が 8
割前後に対し、5-star では約 5 割に留まったことから、高グレードホテルは自身の定義を重視するのに対し、
中グレードでは読み手との関係構築を重んじる傾向を指摘した。さらに質的な用例分析と統計による特徴語
分析を加え、高グレードホテルでは exclusivity および abstractness をアピールする strategy（方略）を採択し
ていると主張、それぞれの方略を Evoking exclusivity （独自性をアピールする方略）、Creating abstractness（抽
象的に自己の特徴をアピールする方略）と名付けた。また、高グレードホテルで Step 1 History/architecture（歴
史・建築の記述）の多さは、luxury の dream value を表現するためと考察した。
［第 4 章 Corpus-based Study of Hotel Overviews on Official Websites: Co-occurrence Network Analysis and Correspondence 
Analysis to Find Characteristics Between Higher- and Lower-Grade Hotels］ロンドンのホテル概説文の言語特徴
の可視化と考察
　本章では、第 3 章で編纂したコーパスに、統計手法—共起ネットワーク分析とコレスポンデンス分析を
用いて、ロンドンのホテル概説文の言語特徴をグラフ上で可視化した。後者のグラフでは、5-star には spa, 
residence, classic, award-winning などが、4-star には station, airport, business, leisure などが、3-star には stadium, 
arena, value などがそれぞれ近接している。この結果は、高グレードホテルでは自身のホテルの滞在やその
設備が持つクオリティやグレードをアピールする一方で、中グレードホテルではホテルの「外」に存在す
る施設や滞在以外のホテルの使用目的をアピールすると説明できる。さらに、このセルフ・アピールの方法
に Cooley（1902）の “Looking-glass self” および Mead（1934）の “I-perspective”,  “me-perspective” を応用して、
中グレードホテルは社会的参照を通じて自身をアピールするのに対し、高グレードホテルは社会的期待を踏
まえてそれに応えることで自身をアピールする傾向を持つと論じた。
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［第5章 Move Analysis of Hotel Overviews on Official Websites of Hotels in Japan］日本のホテル概説文のMove（情
報構成）分析
　ロンドンのホテル概説文の分析結果が他地域にも適用できるかどうかを検証するため、日本に所在する
luxury hotel（Forbes Star Award 2018 受賞ホテル 28 件分）の概説文のコーパスを編纂し以下を見出した。
　日本の luxury hotel のウェブサイトに掲載されたホテル概説文は、 1）ロンドンと同様の Move 構成を持
つ、 2）ロンドンと同様に Evoking exclusivity の方略を用いて luxury をアピールする、3）ロンドンと同様
に Creating abstractness の方略を用いて luxury をアピールする、4）ロンドンと同様に dream value を Move 2 
Step 1 の History/architecture の中で表現するが、日本の場合、歴史・建築に留まらず hospitality が特徴語の上
位にあることから、hospitality を日本の歴史・文化の創造物と捉え、Step 1 を歴史・文化（その創造物、建
築を含む）と捉えなおした。ロンドンの場合、歴史・建築の記述は dream value を表現するためと説明で
きたように、hospitality は日本のホテルがアピールする dream であると考えられる。ただ、相違点として、
dream value の焦点がロンドンでは hotel-has-what に、日本では hotel/guests-do-what にある。5）luxury をテク
ストに具現化する strategy として、歴史・文化について述べたり態度を示したりすることで自身のアイデン
ティティを強化する strategy を示唆した。
［第 6 章　Luxury Strategies in Hotel Overviews and Practical Approaches: Three Case Studies］世界の luxury hotel
概説文にみる luxury strategy とアプローチ
　世界各国の luxury hotel（Forbes Star Award 2018 受賞ホテル 48 件分）の概説文を日本の luxury hotel 概説
文 28 件とロンドンの 5-star ホテル 47 件に加えてコーパスとして、高頻度語、特徴語と n-gram に基づいて、
enTenTen2013 から統計的に抽出した luxury の類義語を参照しながら、用例を典型的な表現パターンにまと
め、表現を導き出すアプローチ（具体的方略）を見出した。この過程で、luxury をテクストに具現化する 
strategy を Creating abstractness while reinforcing identity（自己のアイデンティティを確立しながら、抽象的に
自己の特徴をアピールする方略）、Evoking exclusivity（独自性をアピールする方略）、 Evoking a dream（夢を
アピールする方略）に再構築し、各 strategy に 2 から 8 のアプローチを特定した。
　パターン例―"HOTELNAME is NP"（文例 HOTELNAME is one of the city's most refined luxury hotels; アプロー
チ Define the hotel with luxury synonyms); "In the heart of NP［place name］, HOTELNAME" （例　In the heart of 
Boston, the capital of Massachusetts and a centerpiece of USA history, HOTELNAME offers….; アプローチ Make the 
readers map the hotel in the location and also as important）。
　さらに、事例研究として 3 件のホテル概説文を Move ごとに分解し、伝達目的（communicative purpose）
と方略（strategies）とアプローチ（具体的方略）を提示した。
［第 7 章　Conclusion］結論－成果と限界
　大規模汎用ウェブコーパスのコロケーション分析と独自編纂ホテル概説文ウェブコーパスの Move 分析
を含む質的・量的分析の結果、2 つの研究課題に対して次の通りの成果を得た。1）luxury は COMFORT, 
ELEGANCE, STYLE, OPULENCE という性質を併せ持つ抽象名詞であり、人は、自身や自身の生活を、滞
在する場所や身に付ける物と一体化することにより、luxury が併せ持つ性質を自身に統合させようとする。
2）luxury という概念は、3 つの luxury strategy—1. Creating abstractness while reinforcing identity、2. Evoking 
exclusivity、3. Evoking a dream と、各ストラテジーを実行するための具体的なアプローチによって、伝達目
的をもつ 3 つの情報構成 Move—1. Defining self,  2. Establishing features, 3. Establishing connections のなかで英
語のテクストに具現化される。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　近藤雪絵氏の学位申請論文は、人が抽象的概念 luxury をどう捉えるかの解明にコーパス言語学の手法を
用いた点で、コーパス言語学に大きな可能性を与えた画期的な研究と言える。さらに、抽象的概念がどのよ
うにテクストに具現化されるかの解明に Move （情報構成）分析を用いた点で、Move 分析の新たな応用法を
示した斬新な研究である。既存の大規模汎用ウェブコーパスと独自編纂ホテル概説文ウェブコーパスを質的
量的に分析することで、luxury が言語テクストに表現されるメカニズムに言及した、従来にはないオリジナ
ルな研究と言える。論文自体は、博士学位申請論文審査基準に照らして検討すると、論文要旨に記載の通り、
2 つの明確な研究課題を設定し、従来の言語学的分析方法を忠実に応用し、得られた結果を論理的に考察し
結論を導いている。過去のビジネス分野における luxury の研究や心理学・社会学の研究も参照し、本研究
が言語学のみならずビジネス分野の研究にも意義のある研究である。以下に本論文の学術的価値と独創性を
中心に審査結果を述べる。
1．コーパス言語学への貢献
　本研究は、把握の難しい抽象的概念を解明するために、大規模ウェブコーパスを使用したコロケーション
分析やクラスター分析を応用して、luxury の共起語分析（後続する名詞および and で並列共起する名詞の抽
出）からその語の概念を明らかにした。これは、コーパス言語学の領域を広げ、コーパス言語学の手法が他
分野の課題の解決にも有効であることを新たに示した点で、その分野への貢献は大きい。また、ウェブ上の
ホテル概説文を収集したコーパスを独自編纂して、コレスポンデンス分析、共起ネットワーク分析、特徴語
分析という統計手法を用いて、ロンドンの 5-, 4-, 3-star ホテルと日本の luxury ホテルの使用語彙の特徴の相
違をさまざまな形で、可視化した点でも、独創性がある。
2．Move 分析研究に対する貢献
　元々、論文の序章（Article Introduction）のような、書き手も読み手も特定分野の研究者が想定される言語
使用域での情報構成と表現法の共通点を見出し英語教育に活かすという手法を、早くからウェブページにお
けるホテル概説文に着目して、一見自由に創作された文章で、情報構成や表現に共通性はないと考えられる
テクストでも共通の目的があれば共通の情報構成があり得るという発想に立ち、Move を見出したことに新
規性がある。
3．成果と考察のオリジナリティ
　基本的に、手法に新規性があるため、成果も新しいと言える。第一に、クラスターコロケーション分析を
用いて COMFORT, ELEGANCE, STYLE, OPULENCE という luxury が併せ持つ性質を特定したことに新規性
がある。
　さらに、これらの性質が存在する状態を、現実（reality）と対比させて dream（現実とは異なる夢の状
態）と捉え、同時に得られた ACCOMMODATION, VEHICLE, PRODUCT, OTHERS という語彙集合とあわせ
て、これらが表わす、滞在する場所や身に付けるものと、自身や自身の生活を一体化することにより、人は
luxury が併せ持つ性質を自身に統合させようとすると論じている点は新たな主張であると言える。
　第二に、ホテルのウェブ概説文に３つの Move （情報構成推移区分）を見出し、グレード（star）の相違
によって、luxury の相違を説明したことはデータに基づく斬新な主張である。すなわち、Move 1: Defining 
self（ホテル自身を定義する）、Move 2: Establishing features（ホテルの特徴を確立する）、 Move 3: Establishing 
connections（ホテルと読み手の関係を築く）情報区分を特定し、高グレードホテルでは Establishing 
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connections の Move が少なく Establishing features の Move の下位区分のうち History/architecture（歴史・建築
の記述）が多いことを明示した。
　第三に、統計分析から、5-star ホテルでは spa など自分の「内」にあるものを示す語が多いのに対して 4-, 
3-star ホテルでは自分の「外」にあるのものを示す station や stadium が多いことを見出した。さらに、その
相違の要因を、Cooley や Mead といった心理学や社会学に関連する理論に照らして、中グレードホテルは社
会的参照を通じて自身をアピールするのに対し、高グレードホテルは社会的期待を踏まえてそれに応えるこ
とで自身をアピールする傾向を持つためと説明している点に独創性がある。
　第四に、本論文では、luxury をテクストに具現化するのは luxury strategy で、3 つの strategy—Creating 
abstractness while reinforcing identity（自己のアイデンティティを確立しながら、抽象的に自己の特徴をアピー
ルする方略）、Evoking exclusivity（独自性をアピールする方略）、 Evoking a dream（夢をアピールする方略）
を特定するに至っている。さらに、テクストに luxury を具現化する 3 つの luxury strategy の存在自体は文化
ごとに変わることはないが、ロンドンと日本のテクストの相違は、Evoking a dream（夢をアピールする方略）
が適用される際の dream value が文化により異なるためであると説明している点は、データから緻密に導き
出された結論と言える。得られた結果を丁寧に考察していることにも本論文の価値の高さがうかがえるが、
抽象的概念の把握を言語使用の strategy にまで結び付けていることには新規性がある。
4．関連分野への貢献
　本研究は言語学の語彙研究の範疇と捉えることもできる。今後、本研究が使用した手法は、後続する名詞
と複合語を形成している他の抽象的概念を示す語の分析に応用することができ、語彙研究に新たな分析法を
提供したと言える。
　また、本成果自体は、マーケティング分野で行われてきた従来の研究にも言語学的見地から貢献すること
が期待できる。その意味で、学際的に斬新で意欲的な研究と評価できる。
　このように近藤雪絵氏の学位申請論文は極めて高い独創性と学術的価値を有するが、どの研究もそうであ
るように、本研究にも限界がある。
　第一に、コーパスから見出される結果はコーパスの性質に依存する。本研究でも、既存の大規模コーパス
も独自編纂ホテル概説文コーパスもウェブサイト上の言語で、ホテル概説文は、200 件分を収集しているが
大きなコーパスサイズとは言えず、地域に偏りはある。従って、luxury の概念の lingua franca 的側面に対し
て文化的相違については、多くの地域や時代を超えての調査と考察にまでは至っていない。
　第二に、本論文は言語テクストのみを対象としているため、ホテルウェブページにおける画像やデザイン
と言語との関連には言及していない。
　しかし、これらの課題は、本研究によって見出された方法論と成果を踏まえて今後解決されてゆくべきも
のであり、本論文の価値を下げるものではない。
　以上、審査員 4 名は近藤雪絵氏の論文を慎重に審査し、2019 年 1 月 18 日に行った口頭試問の結果を併せ
て協議した結果、近藤雪絵氏の論文が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与するに相応しいも
のであると判断するに至り、ここに報告するものである。
